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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第86期
第３四半期
連結累計期間

第86期
第３四半期
連結会計期間

第85期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 12,345,299 4,564,258 13,041,230

経常利益 (千円) 963,651 267,985 1,293,366

四半期(当期)純利益 (千円) 379,362 81,361 822,200

純資産額 (千円) ― 11,332,190 11,306,243

総資産額 (千円) ― 18,994,051 15,020,692

１株当たり純資産額 (円) ― 411.76 414.41

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 13.88 2.97 30.05

潜在株式調整後１株当た
り四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 59.3 75.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 823,534 ― 647,963

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,584,583 ― △176,640

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 697,247 ― △500,655

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,725,590 1,790,154

従業員数 (名) ― 104 68

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

４　キャッシュ・フローの△は、現金及び現金同等物の純支出を示しております。

５　当連結会計年度の第１四半期連結会計期間においてユニテックフーズ株式会社を子会社化したことに伴い、前

連結会計年度に比べ総資産及び従業員数が増加しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社並びに当社の子会社及び関連会社）において

営まれる事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 104（27）

(注) １　従業員数は就業人員であります。

　　 ２　従業員数の(　)は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員で外数であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在の従業員数(就業人員)は69名であります。　

また、臨時従業員の当第３四半期会計期間における平均雇用人員は20名であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

(a) 生産実績

事業の種類別セグメントの名称 当第３四半期連結会計期間(千円)

精糖 3,252,020

機能性素材 139,808

合計 3,391,829

(注) １　上記の金額は、販売価格によっております。
     ２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
 

(b) 商品仕入実績

事業の種類別セグメントの名称 当第３四半期連結会計期間(千円)

精糖 36,182

機能性素材 833,843

合計 870,025

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　
(2) 受注実績

当社グループは受注生産を行っておりません。
　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 当第３四半期連結会計期間(千円)

精糖 3,353,720

機能性素材 986,016

不動産 224,520

合計 4,564,258

　
(注) １　上記の金額は、セグメント間取引を相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先

当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

双日㈱ 2,704,150 59.2
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２ 【経営上の重要な契約等】

当社は、平成20年10月17日開催の取締役会にて、不動産事業に係る共有持分譲受契約締結の決議をいた

しました。当該決議に基づき平成20年10月30日付で株式会社中央コーポレーション他との間で不動産共

有持分譲渡契約を締結し、当社は該当物件を販売用不動産として取得いたしました。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社並びに当社の子

会社及び関連会社）が判断したものであります。

なお、前年同期の比較につきましては、四半期連結財務諸表について監査法人による四半期レビューを

受けておりませんので参考数値として記載しております。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間のわが国経済は、世界的な金融危機の深刻化が実体経済に波及し、景気が

急激に減速いたしました。この影響で、個人消費の低迷、株式相場の下落、設備投資の減少など、企業を

取り巻く環境は大変厳しくなり、業績の悪化が顕著となりました。

この様な環境下、当社グループは、「食の安全」への要請が高まるなか、引き続き、食品会社として相

応しい工場環境創りに努力し、安心・安全な製品の安定供給を最重要課題として取り組んでまいりま

した。

また、平成20年５月株式取得により子会社となりましたユニテックフーズ株式会社とのシナジー効

果を高め、機能性食品分野での事業展開を拡大し加速すべく、アプリケーション開発等に鋭意取り組ん

でまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高4,564百万円（前年同期比29.8％増）、営業

利益241百万円（同25.3％減）、経常利益267百万円（同24.1％減）、四半期純利益81百万円（同63.6％

減）となりました。

事業の種類別セグメントの状況は以下のとおりであります。

①精糖事業

精糖事業の売上高は3,353百万円（前年同期比5.3％増）、営業利益229百万円（同15.6％減）とな

りました。売上では実体経済の減速等による砂糖消費の落ち込みの影響で販売数量は前年同期比で

若干下回り、損益面では原料糖相場上昇による製造コストの負担が増加いたしました。このような状

況のなか、製造コストの増加を一部販売価格に転嫁した結果、前年同期に比べ、増収減益となりまし

た。

②機能性素材事業

機能性素材事業の売上高は986百万円（前年同期比445.2％増）、営業損失76百万円（同32.3％

減）と増収となり、損益面で改善いたしました。当連結会計年度の第２四半期連結会計期間からユニ

テックフーズ株式会社の売上高及び営業利益が含まれております。機能性食品素材「イヌリン」は

脂肪代替機能を中心とした用途開発、認知度向上及び副生品の売価アップに努めました。また、仕入

商品は、扱い商品の選択と集中を行い取引内容の改善を行いました。食品添加物は受託業務を中心に

順調に推移しました。切花活力剤「キープ・フラワー」は家庭用製品及び流通向けの新製品の販路

開拓に努力を傾けましたが、諸物価高騰による消費者の節約志向が強まる中、切花の消費環境は非常

に厳しい状況で推移しました。

③不動産事業

不動産事業の売上高は224百万円（前年同期比47.6％増）、営業利益146百万円（同13.6％増）と

なりました。販売用不動産の顧客への引渡しによる売上高の増加や、清水原糖倉庫跡地の賃貸開始に
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より、前年同期に比べ増収増益となりました。

　

(2) 財政状態の分析

（資産、負債、純資産の状況）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ26.5％増加し18,994百万円とな

りました。これは主に、当連結会計年度の第１四半期連結会計期間において、株式取得によって子会社

となりましたユニテックフーズ株式会社の新規連結による影響であります。

①資産

資産につきましては、流動資産で前連結会計年度末に比べ59.3％増加し8,478百万円となりました。

これは主として新規連結による受取手形及び売掛金の増加及びたな卸資産の増加等によるものであり

ます。

また、固定資産につきましては、前連結会計年度末に比べ8.4％増加し10,515百万円となりました。こ

れは主として新規連結によるのれんの計上等によるものであります。

②負債

負債につきましては、流動負債で前連結会計年度末に比べ179.7％増加し5,770百万円となりました。

これは主として新規連結による買掛金の増加及び短期借入金の増加等によるものであります。

また、固定負債につきましては、前連結会計年度末に比べ14.5％増加し1,891百万円となりました。こ

れは主として新規連結による長期借入金の増加等によるものであります。

③純資産

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ0.2％増加し11,332百万円となりました。これは主

として四半期純利益の計上によるものであります。

なお、自己資本比率は前連結会計年度末より16.0％減少し、59.3％となりました。

　

　

(3) キャッシュ・フローの分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計

年度末に比べ64百万円減少し、1,725百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

当第３四半期連結会計期間において営業活動の結果得られた資金は、446百万円となりました。これ

は主として未収入金の減少や預り金の増加によるもの等であります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

当第３四半期連結会計期間において投資活動の結果使用した資金は、46百万円となりました。これは

主として有形固定資産の取得による支出等によるものであります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

当第３四半期連結会計期間において財務活動の結果得られた資金は、57百万円となりました。これは

主として長期借入金の借入による収入等によるものであります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。
　

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費等に係る会計基準による研究開発活動の総額は、7百万円であ

ります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 110,000,000

計 110,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,748,20029,748,200
東京証券取引所
市場第２部

単元株式数は1,000株で
あります。

計 29,748,20029,748,200― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年10月１日～
平成20年12月31日

― 29,748,200― 1,524,460― 2,366,732

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式
　自己保有株式

2,336,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

26,742,000
26,742 ―

単元未満株式
普通株式

670,200
― ―

発行済株式総数 29,748,200 ― ―

総株主の議決権 ― 26,742 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が 14,000株（議決権 14個）含まれており

ます。

　

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
フジ日本精糖株式会社

中央区日本橋茅場町
１―４―９

2,336,000 ― 2,336,0007.85

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 280 275 310 297 291 295 285 278 280

最低(円) 251 261 262 275 281 265 230 245 257

(注)　株価は東京証券取引所市場第２部におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)については、「財務諸表

等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日　内閣府令第

50号)附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,706,601 1,481,233

受取手形及び売掛金 1,580,587 626,815

有価証券 21,988 311,920

商品及び製品 1,324,708 389,684

仕掛品 81,568 100,782

原材料及び貯蔵品 856,858 646,961

販売用不動産 1,593,860 －

預け金 － ※１
 1,164,582

その他 1,315,501 601,634

貸倒引当金 △3,364 △500

流動資産合計 8,478,309 5,323,113

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 754,493 688,666

機械装置及び運搬具（純額） 202,240 227,538

土地 2,048,834 2,048,834

その他（純額） 57,016 54,896

有形固定資産合計 ※２
 3,062,585

※２
 3,019,936

無形固定資産

のれん 1,116,906 －

その他 82,174 68,976

無形固定資産合計 1,199,081 68,976

投資その他の資産

投資有価証券 4,385,053 5,027,848

その他 1,892,328 1,648,419

貸倒引当金 △23,306 △67,602

投資その他の資産合計 6,254,075 6,608,665

固定資産合計 10,515,741 9,697,578

資産合計 18,994,051 15,020,692
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,045,176 89,997

短期借入金 2,389,200 922,000

未払法人税等 2,067 307,669

賞与引当金 54,478 78,963

役員賞与引当金 9,630 12,890

その他 2,270,030 651,713

流動負債合計 5,770,582 2,063,234

固定負債

長期借入金 630,200 400,000

退職給付引当金 585,385 615,713

役員退職慰労引当金 100,517 74,100

持分法適用に伴う負債 120,411 108,322

その他 454,763 453,078

固定負債合計 1,891,277 1,651,214

負債合計 7,661,860 3,714,448

純資産の部

株主資本

資本金 1,524,460 1,524,460

資本剰余金 2,508,438 2,499,950

利益剰余金 7,664,795 7,558,261

自己株式 △561,495 △576,683

株主資本合計 11,136,198 11,005,988

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 137,192 306,327

繰延ヘッジ損益 △7,232 △6,072

評価・換算差額等合計 129,960 300,254

少数株主持分 66,032 －

純資産合計 11,332,190 11,306,243

負債純資産合計 18,994,051 15,020,692
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 12,345,299

売上原価 9,287,053

売上総利益 3,058,245

販売費及び一般管理費 ※１
 2,181,643

営業利益 876,601

営業外収益

受取利息 38,843

受取配当金 57,344

持分法による投資利益 28,511

その他 15,650

営業外収益合計 140,350

営業外費用

支払利息 28,337

匿名組合投資損失 19,797

その他 5,165

営業外費用合計 53,300

経常利益 963,651

特別利益

投資有価証券売却益 5,183

貸倒引当金戻入額 2,500

その他 26

特別利益合計 7,710

特別損失

減損損失 23,401

投資有価証券評価損 366,872

その他 5,489

特別損失合計 395,763

税金等調整前四半期純利益 575,597

法人税、住民税及び事業税 204,488

法人税等調整額 △11,560

法人税等合計 192,928

少数株主利益 3,306

四半期純利益 379,362
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 4,564,258

売上原価 3,507,067

売上総利益 1,057,190

販売費及び一般管理費 ※１
 815,771

営業利益 241,419

営業外収益

受取利息 12,570

受取配当金 18,503

持分法による投資利益 3,992

その他 8,857

営業外収益合計 43,923

営業外費用

支払利息 10,981

匿名組合投資損失 4,725

その他 1,650

営業外費用合計 17,357

経常利益 267,985

特別損失

減損損失 7,592

投資有価証券評価損 195,746

その他 2,580

特別損失合計 205,920

税金等調整前四半期純利益 62,065

法人税、住民税及び事業税 △51,185

法人税等調整額 32,029

法人税等合計 △19,155

少数株主損失（△） △140

四半期純利益 81,361
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 575,597

減価償却費 113,787

のれん償却額 48,561

減損損失 23,401

賞与引当金の増減額（△は減少） △39,009

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3,260

貸倒引当金の増減額（△は減少） △44,835

退職給付引当金の増減額（△は減少） △30,327

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12,910

受取利息及び受取配当金 △96,188

支払利息 28,337

持分法による投資損益（△は益） △28,511

投資有価証券売却損益（△は益） △5,183

投資有価証券評価損益（△は益） 366,872

売上債権の増減額（△は増加） 61,405

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,920,096

預け金の純増（△）減 1,164,582

その他の流動資産の増減額（△は増加） 11,837

仕入債務の増減額（△は減少） 75,213

その他の流動負債の増減額（△は減少） 891,033

その他 36,466

小計 1,242,595

利息及び配当金の受取額 136,507

利息の支払額 △28,502

法人税等の支払額 △527,066

営業活動によるキャッシュ・フロー 823,534

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △102,693

有形固定資産の売却による収入 100

無形固定資産の取得による支出 △17,275

投資有価証券の取得による支出 △105,932

投資有価証券の売却による収入 85,283

長期貸付金の回収による収入 195,687

長期貸付けによる支出 △330,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△1,282,345

子会社株式の取得による支出 △27,405

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,584,583

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 985,000

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △138,600

自己株式の取得による支出 △23,755

自己株式の売却による収入 47,430

配当金の支払額 △272,828

財務活動によるキャッシュ・フロー 697,247

現金及び現金同等物に係る換算差額 △763

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △64,563

現金及び現金同等物の期首残高 1,790,154

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,725,590
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　連結の範囲に関する事項の変更

以下の子会社２社は全て連結しております。

（連結子会社）

協立食品㈱

ユニテックフーズ㈱

なお、当連結会計年度の第１四半期連結会計期間において、ユニテックフーズ株式会社の87.8%の株式を取得し

たことにより同社を子会社とし、当連結会計年度の第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

２　会計処理基準に関する事項の変更

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として先入先出法による原価法によっておりまし

たが、当連結会計年度の第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第

９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として先入先出法による原価法（貸借対照表価額につい

ては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

３　連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社ユニテックフーズ株式会社の決算日は３月31日であります。

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、当連結会計年度の第２四半

期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１．のれんの発生及び償却

当連結会計年度の第１四半期連結会計期間において、ユニテックフーズ株式会社を連結子会社としたこと及び

その後の追加取得に伴い、のれんが発生いたしました。

のれんの償却については、当連結会計年度の第２四半期連結会計期間より、投資効果の発現する期間（12年間）

にわたり、均等償却しております。

２．有形固定資産の耐用年数の変更

当社の機械装置については、従来、耐用年数を７～16年としておりましたが、当連結会計年度の第１四半期連結

会計期間より法人税法の改正を契機とした見直しを行い、５～10年に変更しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

３．販売用不動産の取得

当第３四半期連結会計期間において、不動産事業に係る共有持分譲受契約の締結により、販売用不動産を取得い

たしました。

これに伴い、上記物件のうち当第３四半期連結会計期間において販売された物件の価額59,547千円が売上高

（不動産事業収入）に含まれております。

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　　　　　　　　　　 ―

 

※１　預け金

不動産事業に係るものであります。

※２　有形固定資産の減価償却累計額

2,309,154千円

※２　有形固定資産の減価償却累計額

2,188,532千円

　３　偶発債務

　　(1) 債務保証

　　　　　次の関係会社について、金融機関からの借入れに対

し債務保証を行っております。

太平洋製糖㈱ 1,830,000千円

南栄糖業㈱ 129,432千円

　　　　　なお、上記南栄糖業㈱に対する債務保証のうち、

120,411千円については、「持分法適用に伴う負

債」に計上しております。

　　(2) 再保証

　　　　　次の関係会社が負っている納税債務に関して金融

機関が行っている履行保証に対し下記金額を上

限として再保証を行っております。

太平洋製糖㈱ 120,000千円

　３　偶発債務

　　(1) 債務保証

　　　　　次の関係会社について、金融機関からの借入れに対

し債務保証を行っております。

太平洋製糖㈱ 2,053,000千円

南栄糖業㈱ 129,432千円

　　　　　なお、上記南栄糖業㈱に対する債務保証のうち、

108,322千円については、「持分法適用に伴う負

債」に計上しております。

　　(2) 再保証

　　　　　次の関係会社が負っている納税債務に関して金融

機関が行っている履行保証に対し下記金額を上

限として再保証を行っております。

太平洋製糖㈱ 120,000千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は、次のとおりであります。

販売奨励金 363,701千円

販売手数料 122,154千円

貸倒引当金繰入額 289千円

運賃 412,919千円

役員報酬 114,873千円

執行役員報酬 59,473千円

給料手当 286,900千円

減価償却費 53,007千円

賞与引当金繰入額 43,271千円

役員賞与引当金繰入額 9,630千円

退職給付費用 26,187千円

役員退職慰労引当金繰入額 18,510千円

租税公課 16,518千円

のれん償却額 48,561千円

第３四半期連結会計期間

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は、次のとおりであります。

販売奨励金 130,794千円

販売手数料 42,793千円

貸倒引当金繰入額 220千円

運賃 143,505千円

役員報酬 41,602千円

執行役員報酬 20,130千円

給料手当 99,899千円

減価償却費 18,700千円

賞与引当金繰入額 39,791千円

役員賞与引当金繰入額 3,210千円

退職給付費用 9,135千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,105千円

租税公課 4,482千円

のれん償却額 24,280千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,706,601千円

有価証券勘定 21,988千円

　　　計 1,728,590千円

預入期間が３か月超の定期預金 △3,000千円

現金及び現金同等物 1,725,590千円
 

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 29,748,200

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 2,387,334

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年５月15日
取締役会

普通株式 利益剰余金 272,828 10.00平成20年３月31日 平成20年６月６日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　

該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

精糖
(千円)

機能性素材
(千円)

不動産
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に対する
売上高

3,353,720986,016224,5204,564,258 ― 4,564,258

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 145 277 423 (423) ―

計 3,353,720986,162224,7984,564,681(423)4,564,258

営業利益
又は営業損失(△)

229,627△76,986146,859299,500(58,080)241,419

(注) １　事業区分の方法は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。

２　各事業の主要な製品または業務

(1)精糖…………………… 精製糖、液糖及び糖蜜

(2)機能性素材…………… 食品添加物、切花活力剤、イヌリン及びペクチン等の機能性食品素材

(3)不動産………………… 不動産賃貸等

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(58,080千円)は、親会社の管理部門及び研究

開発室に係る費用であります。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

精糖
(千円)

機能性素材
(千円)

不動産
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に対する
売上高

9,385,6932,405,166554,43812,345,299 ― 12,345,299

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 284 832 1,116 (1,116) ―

計 9,385,6932,405,451555,27112,346,415(1,116)12,345,299

営業利益
又は営業損失(△)

704,128△106,363434,8661,032,631(156,029)876,601

(注) １　事業区分の方法は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。

２　各事業の主要な製品または業務

(1)精糖…………………… 精製糖、液糖及び糖蜜

(2)機能性素材…………… 食品添加物、切花活力剤、イヌリン及びペクチン等の機能性食品素材

(3)不動産………………… 不動産賃貸等

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(156,029千円)は、親会社の管理部門及び研究

開発室に係る費用であります。

４　当連結会計年度の第１四半期連結会計期間においてユニテックフーズ株式会社を子会社化したことに伴い、機

能性素材事業において資産の額が前連結会計年度末と比較して3,605,227千円増加しております。
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

在外子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。
　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。
　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

411.76円

 

414.41円

 
     (注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末

(平成20年12月31日)

前連結会計年度末

(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 11,332,190 11,306,243

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 66,032 ―

　(うち少数株主持分) (66,032) ―

普通株式に係る純資産額（千円) 11,266,158 11,306,243

普通株式の発行済株式数（千株) 29,748 29,748

普通株式の自己株式数（千株) 2,387 2,465

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通

株式の数（千株）
27,360 27,282

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 13.88円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　―

１株当たり四半期純利益 2.97円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　―

　　 (注)１. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　 ２. １株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 379,362 81,361

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 379,362 81,361

普通株式の期中平均株式数(千株) 27,333 27,379

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月３日

フジ日本精糖株式会社

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　宮　　坂　　泰　　行　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　山　　澄　　直　　史　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフジ

日本精糖株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フジ日本精糖株式会社及び連結子会社の平成

20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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